
平成29年度自己点検自己評価（平成29年4月1日～平成30年3月31日）による

自己評価 評　価

    優れている…3
    適切…2
    改善が必要…1

学校関係者評価委員
平均

1-1
理念・目的・育成人材像は定め
られているか

1-2
学校の特色は何か

1-3
学校の将来構想を抱いているか

2-4
運営方針は定められているか

2-5
事業計画は定められているか

2-6
運営組織や意思決定機能は、効
率的なものになっているか

2-7
人事や賃金での処遇に関する制
度は整備されているか

2-8
意思決定システムは確立されて
いるか

2-9　情報システム化等による業
務の効率化が図られているか

・確実に組織的・計画的に行えている。

・教員と生徒とは立場の違いからかコミュニケーションをなか
なか生徒から積極的にとれない学生もいると思います。専門
職は特に学校時代の教員がまずはじめに見る先輩になる
為、生徒とのより良い関係性は卒業後にも活かされる可能
性があると思います。

・学校運営方針により、全教職員が目標に沿ったキャリア
アップに努め、教育者として常に能力向上に努められてい
る。

・経験豊富なスタッフ、教員が所属している事と業界とのパイ
プが強いので常に新しい情報を入れていると思う。
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学校法人　大阪滋慶学園　大阪医療技術学園専門学校　自己点検自己評価ならびに学校関係者評価
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特記事項（特徴･特色･特殊な事情等）
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・学外実習・海外研修の充実があり、さらに不変的に変わらない
「ミッション」「建学の理念」「４つの信頼」への効果も期待できる。

・社会、職場においてもあいさつができていない人が増えていま
す。学校組織として取り組むことで、当たり前に自然にあいさつを
する意識が持てるように思います。

・「ミッション」「建学の理念」「４つの信頼」をあらゆる機会に周知徹
底させ、学校関係者に浸透している。

・３つの教育理念に基づき実践され、また、４つの信頼により各領
域からの信頼が厚い。社会環境の変化にも柔軟に対応され、先を
見据えた教育を実践されている。

・（薬業科）この項目については、外国語の中で中国語および英語
の基礎や漢方医学や漢方医学ゼミを学習した後、広東薬科大
学、深圳職業技術学院、香港VTCなどで海外研修を行うことは連
携の取れたプログラムの構築として評価できる。ホームページで
の広報はもっと充実すべきである。

・鍼灸整骨院で学校を卒業後すぐに治療家として活躍は期待はし
ていない。ただ、患者さんとのコミュニケーション、あいさつがあっ
て初めて治療家として経験を積んでいく事ができると思う。元気に
明るくあいさつができる人の育成に期待している。

点検・評価項目 点検・評価項目総括 学校関係者評価委員よりの意見大項目

１－１
学園として「職業人教育を通じて社会に貢献する」ことをミッションとし、建学
の理念「実学教育」「人間教育」「国際教育」を実践し、４つの信頼、「在校
生・保護者」「業界」「高等学校」「地域」からの信頼を得ることを目標として明
確に定めている。

１－２
明確な教育理念に基づき、その具現化のための取り組みを行っている。卒
業生は、職業人として必要なマナーと心構え、知識・技術を習得し、国際感
覚を身に付け卒業していく。
特に就職、資格取得に関しては、入学前から卒業までフローで考えて、カリ
キュラム、スケジュール作成をしている。

１－３
将来構想を考えるために重要なことは、社会環境の変化を念頭に置くことで
ある。本校では、文明の変化、世界の変化、日本社会の変化、科学技術の
変化の４つの変化を重要視している。アナログからデジタルへの文明の変
化、アジアの世界的価値の変化、キャリア教育推進の日本社会の変化、医
療技術の変化に対応することを、将来構想を描くうえでの枢軸と捉えてい
る。

教育理念に基づき、本校では下記のような取り組みを実践している。

実学教育：業界で必要な資格を取得し、知識・技能を習得するため、在校生
全員が学外実習を行っている。

人間教育：グループの開学以来の標語である「今日も笑顔であいさつを」の
掲示を校内各所に掲げ、全校的に朝の挨拶運動を行っている。

国際教育：海外提携校において海外研修を行ない、国際感覚の育成をして
いる。

超高齢化社会に伴い、医療制度の改革、福祉制度法改正、国民の健康志
向等、様々な変化が起こっている。本校では、社会の変化にも対応して即戦
力となる人材育成を行なうために、学科の育成人材像、到達目標は常に見
直しながら、不変的に変わらない「ミッション」「建学の理念」「４つの信頼」を
基本として、開校の目的の実現を目指している。

２－４
運営方針を毎年定め、実行計画を作成している。それらの基盤となるのは、
学園の考え方である。これらの浸透を全教職員に図るため、各種研修の実
施、会議の運営が行われている。
就業規則等の諸規定の整備や見直しも会議を通して行い、周知徹底できて
いる。
２－５
学園として、事業計画を立て、目標達成することを最も重要と考えている。
毎年作成する中で、より内容のある事業計画を立案できるようになってきて
いる。事業計画を立てることを人材育成のひとつとして位置づけている。
２－６
全教職員が各部署の職務分掌を理解して業務を行っており、運営や意思決
定に際しての問題はない。概ね、組織運営や意思決定が効率的に実施でき
ている。
２－７
人材採用と研修については事業計画書に明示されており、その計画に基づ
いて人材の確保と育成が実施されている。またインセンティブシステムや業
績評価システムについても事業計画書に明記され、教職員の人事考課の
基本方針として運用されている。就業規則においては、教職員の等級や採
用、任免、給与、教育訓練等について定められており、賃金等の処遇につ
いては給与規定、教職員退職金規定において詳細に定められている。
２－８
意思決定をしなければいけない項目については、それぞれの内容に応じ
て、部署単位、学校単位、法人単位で意思決定されることとなる。それぞれ
の担当責任者が、内容を見極めて上部組織の確認をとるかどうかを決定す
る。
２－９
学園全体として、基幹システムを利用し、重要データを一元管理している。こ
れまでに情報漏洩や大きなシステム障害などもなく、情報システム化は確立
できていると考える。事務、教務ともこの情報システムにより業務は効率化
されている。今後も、教職員の研修を行ない、さらなる業務の効率化を図っ
ていく。

大阪滋慶学園では、学校の運営に関して、係っている全ての人材がキー
パーソンであると考えている。学園の方向性、学校の方針の実現に向け、
共通認識するためには、コミュニケーションが重要である。長期・中期・短期
の事業計画に沿って、人材育成に注力し、教職員に対する各種研修におい
て、目標達成に向けたマインド面とスキル面の両面からの能力向上を常に
図っている。

　大阪滋慶学園として毎年、研修会を下記内容で実施している。

① 学科長研修　年4回の実施
② 教員研修　　年3回の実施
③ 事務研修　　年3回の実施

これらは、学園の常務理事が主催し、教職員の資質向上のために行ってい
る。

キャリア教育委員会とFD委員会を発足し、大阪滋慶学園として取り組んで
いる。

学内においても毎月、学科長会議、教務会議、事務局会議、全体会議を実
施し、教職員のコミュニケーションが取れるようになっている。
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3-10
各学科の教育目標、育成人材像
は、その学科に対応する業界の
人材ニーズに向けて正しく方向
付けられているか

3-11
修業年限に対応した教育到達レ
ベルは明確にされているか

3-12
カリキュラムは体系的に編成さ
れているか

3-13
学科の各科目は、カリキュラム
の中で適正な位置付けをされて
いるか
3-14
キャリア教育の視点に立ったカ
リュキュラムや教育方法などが
実施されているか

3-15
授業評価の実施･評価体制はあ
るか

3-16
育成目標に向け授業を行うこと
ができる要件を備えた教員を確
保しているか

3-16-17
教員の専門性を向上させる研修
を行っているか

3-17
成績評価・単位認定の基準は明
確になっているか

3-18
資格取得の指導体制はあるか

4-19
就職率(卒業者就職率・求職者
就職率・専門就職率)の向上が
図られているか

4-20
資格取得率の向上が図られてい
るか

4-21
退学率の低減が図られているか

4-22
卒業生・在校生の社会的な活躍
及び評価を把握しているか
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・学生時代に専門分野をはじめ学び方を定着することは、臨床に
出ても、疑問や知的好奇心を持って取り組む上で大切です。医療
分野では、ひとつのテキストを読んでも理解が難しく様々な文献を
読んで自分の中で消化していかなければならないことも多く、１問
１答ではないしくみや過程をしっかりと理解できるような学び方を
学校で指導して頂けると分かりやすいと思います。

・業界からの情報収集を常に心がけており、それをカリキュラムに
反映させている。

・学習は学生本人の問題でもあるので、やらないとダメだと意識を
持たせるのも重要だと思う。この資格を絶対とりたいと思ってもら
える努力がいるかも。

・日々変化する医療業界のニーズの情報収集を積極的に行われ
ており、その内容に即したカリキュラム作成・教育活動を実践され
ている。

・年２回開催の教育課程編成委員会で外部の意見も取り入れて
いるので評価できる。薬業科の医薬・化粧品分析専攻で重要なの
は高い化学の学力である。入学前教育としてプレカレッジでの「化
学」の新規導入はこのような考え方に合致する方策であり、高校２
年生の夏休みに予定している「化学セミナー」は化学に興味を持
つ学生の取り込みに効果があると考えられる。また、興味・気づき
のため「実験」との組み合わせは学生の知的好奇心を刺激する効
果が期待出来る。
２＋１年制昼間コースでは、大学４年制と２年制昼間コースの中間
の学習コースとしてのアドバンテージを活かした魅力を持たせる
工夫が必要である。インターンシップの充実で即戦力の分析技術
を持った新人として就職活動させることも必要である。
薬業科のカリキュラムは２年制昼間コースの医薬・化粧品分析専
攻、医薬品販売専攻の理念に基づいて構築されていると考えられ
評価できる。
薬業科の２年生は、「品質管理検定対策」にロート製薬からの講
師による講義を実施しているが、現場の感覚による興味ある講義
の導入で知識の向上を図る取り組みは大いに評価できる。学生
の取得意欲を高めていく施策は積極的に実施すべきである。

・御校の就職率の高さは教職員の皆様のこのような共通理念によ
り達成されていることを認識致しました。施術者は特に技術以上
に人柄が求められる職業かと常々感じております。

・資格取得までのプログラムは非常に良いと思う。生徒さんのゴー
ルを資格取得ではなく今後に向けてしてほしい。

３－１０
各学科の教育目標や育成人材像は、その学科に対応する業界のニーズに向けて正しく方
向付けされていると考える。今後も、キャリアセンターを中心に業界ニーズの把握に努め、
毎年、教育目標の作成、カリキュラム作成、シラバス作成に活かしていきたい。
３－１１
学生が学習ステップを理解できるように、卒業までの教育到達レベルを学期ごと、学年ごと
に設定している。そのため、教職員だけでなく、学生も自分自身の現状の把握ができやすく
なっている。また、入学時の学力格差のある現状を踏まえ、入学前教育から在学中の教育
へ繋がるシステムをより強固なものとし、今後も推進していきたい。
３－１２
入学から卒業まで、一貫したフローでカリキュラムを構築することを目標にしている。業界が
求めている人材像を把握し、教育目標を設定するためには、カリキュラムが最重要であると
考えている。カリキュラム作成時には、各科目の位置付けが重要であり、科目ごとの関連性
も鑑み、体系的に編成している。
３－１３
各科目を、専門基礎科目、専門応用科目、専門基礎技術、専門応用技術に分け、科目の
位置付けをしている。また、各科目間の関連性にも留意している。科目ごとに、授業担当者
がシラバスを作成し、講義概要、科目目標、定期試験の実施内容、使用教科書、到達目標
と授業内容（毎授業分）を明確化している。これらを、講師間でも閲覧できるようにし、科目
間の連携を図っている。
３－１４
働くために必要な知識・技術の修得のみならず、人間性の育成を建学の理念に掲げて開校
当初から着手し、働き方、学び方、生き方を教えられるように取り組んできた。今回の中央
教育審議会の答申をうけて学園としてキャリア教育ロードマップを作成し、全教職員が共通
認識の下でキャリア教育に取り組んでいる。
３－１５
提出されたシラバスは学科長が確認し、改善が必要と思われる場合は講師と協議して改善
している。
学生による授業評価として、カリキュラムアンケートを実施している。カリキュラムアンケート
は、6月、11月を目途に行っている。
３－１６、１７
各学科の育成目標を達成するために、講師がその分野のスペシャリストであることが重要
である。また、講師要件のある科目に関しては、その要件を満たしておくことが採用の条件
である。採用講師に関しては、講師会議を実施し、学科目標、カリキュラムの中での科目の
位置付け等の理解ができるようにしている。カリキュラムアンケートを実施することにより、
指導力や講義内容の確認を行い、授業の質の向上が図れるようにしている。専任教員に対
しては各種研修や勉強会を実施し、教授力の向上だけでなく、生活指導やカウンセリングが
行えるようにしている。学則や試験規定、学科の内規で定められた成績評価や単位認定の
基準は、教職員、学生及び保護者に十分理解され、遵守されている。各講義や実技実習の
試験内容については学科単位で調整し、学科や科目の目的に応じて策定している。他の教
育機関との単位互換に関しても、学則によって定め、学生便覧に記載している。
３－１８
入学生全員が目標取得資格を有して、卒業できるようにしなければならない。その為
にも、学校としてだけでなく、学園として指導体制を整備している。資格取得だけでなく、
働くためには、人間性の向上も必要であり、この両輪で学生指導できるように今後も
指導体制を整えていきたい。

各学科の人材育成に必要な知識・技術・人間性については、業界からの情
報をもとに、育成人材像の明確化に努め、教育目標の作成、カリキュラム作
成、科目ごとの詳細なシラバス作成を毎年行っている。厚生労働大臣の指
定カリキュラムを原則とする学科もあるが、時代のニーズに合わせた対応
ができている。キャリア教育については、「生き方、学び方、働き方」を学生
に伝えられるように、生活習慣の定着を基盤とした、学習習慣の定着に取り
組んでいる。

授業評価については学期毎にカリキュラムアンケートを実施。学生による授
業評価として教育システムの確立や見直しに有用なものである。
教員及び非常勤講師については教育要件を備えた教員を確保できている。
本校では、教員・非常勤講師の資質を高めるための講師会議を年２回実施
している。

授業科目の成績評価は、学年末において、各学期末に行われる試験、実習
の成果、履修状況等を踏まえ総合的に勘案して行っている。卒業、進級に
関しては、卒業、進級判定会議を学校長、事務局長、教務部長、学科長、必
要であれば担任が参加の下に行い、判定している。

資格取得については、目標資格合格に向けてのカリキュラム構築がなされ
ている。国家試験合格率は学校の教育力を示す指標の一つである。本校で
は生活習慣や学習習慣を定着させることが学生の学力向上につながり、延
いては国家試験の合格率上昇にもつながるとの考えから、入学前学習プロ
グラムや初年次教育等による生活習慣や学習習慣を定着させるためのシ
ステム構築に全学的に取り組んでいる。
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本校の教育成果の目標は
① 専門職就職１００％
② 退学率４％以内
③ 国家試験合格１００％
これらを達成することを目標に、教職員一同日々取り組んでいる。
４－１９
主な対策として、各学年で行われるガイダンス、大阪滋慶学園で年一回開
催している就職フェア、就職活動開始直前に実施する就職出陣式、卒業生
から話を聞く機会を設けるＯＢ．ＯＧ会を実施している。
キャリアセンターには、求人票の閲覧だけでなく、過去の求人票と、受験者
の報告書が閲覧できるようになっている。また、キャリアセンター職員が常
駐し、いつでも就職相談できるようになっている。
４－２０
目標とする職業に必須とされる資格を全員取得させることは本校の使命で
ある。全国平均を上回ることを最低水準として、資格ごとに昨年の傾向、学
生の学力等を鑑み、目標設定や対策が練られている。
資格取得の指導過程においては、資格をベースとして生活や仕事に直結で
きる思考力や応用力も育てることを目標としている。
学校として、また学園として様々な資格取得率向上のための取り組みを
行っている。
４－２１
退学者を出さないように、各教職員が取り組むことができている。退学率の
目標を４％以内と学園として定めているが、各担任は０％にすることを目標
としている。クラスに一日一回は顔を出すことを日課として、できる限り学生
状況の把握に努めている。また、保護者と連携を取り、入学生全員が卒業
することを目指している。
４－２２
学校と学科を支えるものは在校生と卒業生であり、その活躍こそが我々の
教育成果の一つであると考えている。学校として、その成果を図るために
も、卒業生の動向をキャリアセンターが中心となって確認している。

専門学校の教育成果の指標である就職については、全学的に目標達成に
向けて取り組んでいる。就職目標の設定から状況把握、データ化はほぼ対
応できている。学生の就職指導は、各学科の教員とキャリアセンター担当者
が学生一人一人の状況を把握しながら行っている。就職希望者全員を年度
末までに就職決定することを命題としており、毎年ほぼその目標を達成して
いる。

退学率の低減は、教務の最大の課題の一つであり、毎年現状把握と改善
に努めている。学生が抱える問題点を早期に発見し、対処することが重要
である。各学科・学校単位での取り組みとともに、学園全体で対策も行って
いる。教育研究のテーマとして、滋慶教育科学学会など学園内の教育研究
発表の場で他校の対策とその成果が発表され、個々の学科や学生の指導
に活用されている。

資格取得率や合格率については、カリキュラム作成時から明確に意識して
運営を行っている。各学科において、専門的な仕事に就くために必須な資
格、就職活動を有利に進めることに必要な資格、仕事一般に共通して有用
な資格等を設定している。

資格取得、特に国家資格の合格指導については、各学科および学校での
取組みとともに、学園全体で国家試験対策センターを設け、統一模擬試験
の実施やe-learningシステムの構築などを行っている。
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・退学理由の傾向と対策が退学率低下を導くと考える。

・②・③が目標に届いていない。

・退学については、個別性が高いと思いますが、学校全体で
学生をフォローする体制は大切だと思います。

・（鍼灸師学科）卒業者の卒後の就職先だけでなく、開業に
移行する学生はどのぐらいいるのでしょうか。

・就職率や資格取得率の向上は、保護者の一番の関心ごと
であり入学に際しての基準でもある。特に国家試験に対する
合格率１００％達成に向けて更なる向上を図られたい。

・分析専攻学生用の資格である危険物取扱者乙種４類、品
質管理検定３級、品質管理検定対策などより上級の多くの
資格を取得する条件整備を行っていることは評価できる。
学校関係者評価委員会並びに教育課程編成委員会の報告
であったように学科による退学者の削減にはもう少し努力が
必要である。専門のカウンセラーの助言を受けながら取り組
むことも考慮されたい。

・国家試験合格率１００％に目標をおくことは良い事だと思う
が、数字だけではなく、業界の未来を見せれる教育になって
いるかが大切だと思う。また、専門職１００％も本当に行きた
かった分野なのか、スポーツ、病院、鍼灸院、エステなど希
望にあった職場、縁を作れたら良いと考えている。
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3

学生の就職・進学指導の専門部署としてキャリアセンターを設置し、活動の
支援を行っている。入学時より、ガイダンスや学科・学校行事、模擬面接等
を段階的に実施し、学生の希望、状況に応じて個別指導を行っている。また
保護者との連携として「保護者就職説明会」を開催している。業界と連携し
て、例年５月に「就職フェア」を開催している。

学生相談はクラス担任による面談だけでなく「心の保健室」を設置し、専門
カウンセラーを定期に配置している。経済的支援として、公的奨学金の利用
案内及び分納制度を通してフィナンシャルアドバイザーを中心に支援を行っ
ている。

学生の健康管理については、学校保健安全法に基づき学園設置している
医療法人社団慶生会による健康診断を全学生に実施している他、実習に
備えたワクチン接種を実施推奨している。また、保健室を設置し、同医療機
関による救急対応や保健指導を受けられるようにしている。

入学希望者の保護者に対して学校運営について保護者説明会を適時実施
している。また、入学が内定した段階でも、入学前保護者説明会を実施し、
さらに相互理解を深めるようにしている。在校生保護者に対しては保護者懇
談会や就職保護者説明会、国家試験保護者説明会をそれぞれ年１回実施
している。

卒業後教育の一環として、勉強会、研究会を開催している。また、学園新聞
を年２回（春・秋）発刊し、発送している。

・学生ファーストの理念に基づき、教育環境の整備に勤めて
いる。

・実習生については、数週間～数ヶ月、患者様の前に立ち、
学生ですが、患者様からはいちスタッフのように見られます。
実習前に病院の雰囲気、リハスケジュール、患者層、特色な
どをある程度理解し、勉強のみでなく医療現場に入る心構え
を持てる機会は大切だと思います。バイザー側もパンフレッ
ト配布や積極的な働きがけが必要だと思います。

・教育環境の整備は充分に整備されているが、医療機関で
は最新の設備に対する知識修得も求めておりますので、医
療現場の情報収集も継続してお願いする。専門学校で災害
時の緊急時安否確認システム導入は学生の安全配慮の高
さの表れで評価が高い。

・学科ごとに建物が設定されており統一感が感じられない。
早期に一箇所に集中させ教職員・学生への利便性を高める
べきである。

・近年、鍼灸においても充分なリスクマネジメント対策が必要
とされています。講習会あるいは授業の一科目として導入さ
れるのはいかがでしょうか。

・企業も目標の確認、設定をクラウド上で管理している所が
多い。よくHR戦略と言われるところですが、教員、生徒、キャ
リアセンターが一人一人の学生の現状を把握してギャップを
少しでもうめていく事で色々な事を説明しやすくなり、より一
層コミュニケーションがとれ、士気につながるのではと考えて
いる。

3

・それぞれの取り組みの効果が卒業生の声によく現れてい
る。

・退学率減少を目指す上でも保護者への協力、理解を得る
ことは良いと思います。医療の仕事について、詳しく知らな
い保護者の方もおられる為、やりがいとともに厳しさなども理
解して頂き、フォローを含め教員とのコミュニケーションを
取って頂ける機会は貴重だと思います。

・例年５月に開催されている「就職フェア」は学生のみならず
業界からも評価されています。在学生のみならず卒業生に
対してもきめ細やかな対応が実践されている。

・私が学生の時代から課外活動などの体制はしっかりしてい
た思う。他の学科の学生との交流がもてたのは良かったと
思う。社会に出るとチーム医療であったり色々な方と接する
事やアドバイスを頂くことが多くなる。この他学科の学生との
交流は将来良いものになると思っている。

５－２３
毎年、就職希望者全員就職内定となっている点から、指導体制が整備されている
と考える。昨今の社会情勢から、新卒の就職状況は低下の一途を辿っているが、
本校においては、入学前から卒業までをフローで考え、就職指導を行い、成果を上
げている。
５－２４
学生生活に関しては、担任、学科長で対応するだけでなく、最終的に教務部長も相
談に乗り、全学的に支援するよう体制になっている。健康面のサポートも、医療系
の学校である長所を活かし、学生相談に乗りやすい環境にある。精神面のサポー
トに関しても、カウンセラーを中心に行えている。学費に関してもフィナンシャルアド
バイザーと、経理担当者、事務部長が連携を取り対応している。
５－２５
フィナンシャルアドバイザーの導入により、学費相談に乗れる教職員の人材育成が
できている。社会情勢をみると、今後益々必要になってくると考えられ、フィナンシャ
ルアドバイザーがスキルアップできる体制をより強固にし、学生を支援していきた
い。
５－２６
医療法人社団慶生会を中心とした、健康面を支援する体制は整えられている。毎
年、健康診断を実施し、学生の健康状態の把握に努めている。また、再検査や、経
過観察の必要な学生に関しては指導を行っている。精神的不安のある学生に関し
ては、カウンセラーを中心にサポートを行っている。
５－２７
学友会を中心として支援する。学友会会則を設け運営していく。毎年６月に球技大
会、１０月に体育祭・文化祭、１１月にクリーンキャンペーンを学校行事として、学友
会の体育会、文化会を中心に実施している。
５－２８
学生マンションを設置し、一人暮らし学生の生活基盤の支援を行っている。また、
寮長を配置し、緊急時には学校と連携が取れる体制を整えている。入学時には各
種セミナーを実施し、生活指導も行っている。
５－２９
保護者と連携を取ることが、学生指導においては重要なことと認識している。その
為にも、保護者懇談会を数多く実施し、保護者との接点を持っている。また、欠席
過多、成績不良の学生の保護者には、電話連絡をしたり、面談の機会を設けたり
し、協力を仰いでいる。学園新聞を年２回発行し、学校生活の状況が把握してもら
いやすいようにしている。
５－３０
同窓会組織を設け、会則に従い、運営を行っている。教職員内でも、同窓会委員会
を設置し、同窓会組織と連携を取っている。卒後勉強会を開催し、スキルアップ支
援を行っている。再就職支援はキャリアセンターが中心となり、相談・紹介をしてい
る。

６－３１
実学教育を目標にしている本校にとって、実習施設の整備は必要不可欠で
ある。できる限り、現場と同じ設備を整え、学生が実習や就職で戸惑わない
ように設置している。
施設・設備に関して、学生や保護者からの問題提起等を受けたことはなく、
教育施設としては、十分満足できるものであると考える。また、保健室、カウ
ンセリングルームを設置し、心と体のケアもできるようにしている。自主学習
を行えるよう、放課後の教室開放、図書室、パソコンの使用ができるように
配慮もしている。
校舎、施設の改善、設備の更新は計画的に行っており、学習方法、指導方
法の多様化が進んでいることから、特に各科設備・機器、ＩＴ機器については
年間計画に基づいて定期的に可能な限り更新している。
６－３２
学外実習については、医療国家資格取得を目指す学科においては法令等
の基準に指定されているものを始め、学科の教育目標に必要なものとして
カリキュラムに位置づけて運営している。また定期的に実習担当教員により
実習先を訪問し、学生の状況を把握すると共に実習指導者とのコミュニ
ケーションを図り、連携して学生指導を行っている。
海外研修に関しても、昼間部の学生に対して実施しており、国際部が海外
提携校と連携して、内容の充実と、学生の安全面を配慮している。
６－３３
防災対策は、本学園の「消防計画」等に基づいて防災体制の整備、備蓄品
の補充、訓練の定期的な実施等、基本的な体制を十分に整備している。授
業中、実習中、学校行事中、課外活動中等に発生したり巻き込まれたりす
る可能性のある事故（感染症を含む）に対する安全対策については、入学
時、進級時のオリエンテーション、実習事前指導等の時間を利用して学生へ
の周知を図っている。特に学外実習、海外研修においては過去の事例を踏
まえた安全対策を行っている。

教育環境の整備には、学生の状況を学科教員全員が把握する必要があ
る。そこで、学生の状況（出席・成績・面談記録・実習先・実習先での面談記
録）をサーバー上で管理し、学科教員が閲覧できる環境を整えた。これによ
り、より学生状況把握ができるようになった。

言語聴覚士学科においては、実習指導者会議を実施している。これは、実
習先のバイザーの先生方に来校いただき、実習内容の共通認識や、学生
状況の把握を行ってもらっている。実習前にバイザーの先生方と学生の顔
合わせや、実習の事前学習についての指導もいただき、非常に有用なもの
となっている。

携帯電話メールを利用して地震発生時に学生の安否を確認することができ
る、緊急時安否確認システムを導入した。

避難訓練に関しては、防災の日を目処に実施していたが、昨年度より、４月
の実施に変更した。入学生が直ぐに、避難方法や避難経路の確認ができる
ようになり、防災の意識の向上を早期から図れるようになった。

2.8
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財務基盤を確立していくことは、学校運営において必要不可欠なものであ
る。そのためには、Plan→Do→See→Checkの体制が必要であり、そのため
の組織作りを実践している。
具体的には、
（Plan）　中長期計画の策定→年度予算の策定（事業計画書に落とし込む）
（Do）　　予算の執行
（See）　 予算の執行状況の確認、補正予算の作成
（Check） 監事による会計監査、公認会計士による会計監査、理事会・評議
員会による承認（決算書の作成）
これらを実践していくために、予算執行責任者である事務局長が随時予算
執行状況を確認するとともに、内部の最高責任者である理事長・常務理事
の指導や外部の監事・公認会計士の指導を受けている。
８－３８
資金を増加させて安定な学校運営をしていくためには、過去の分析とともに
将来の分析も必要となる。そのためには過去と将来の資料を分析して学生
数の増加による収入の増加及び、経費の見直しを図って資金を増やしてい
くことが必要となる。その情報と推移は、適切に分析と把握が行なわれてい
ると考える。
８－３９
年度予算、中期計画は毎年3月に作成し承認を得る事業計画の中に組み
込まれて作成される。中期計画を見据えて年度予算が立てられるので、
誤った方向へ進まないようにしている。
８－４０
財務体制の強化を図るために監事の監査に加えて公認会計士監査も積極
的に受けている。監事の監査は業務監査と会計監査、公認会計士監査は
会計監査が行なわれるので、両者の効率的な実施のために監事と公認会
計士との連携及び監査スケジュールを組んでいる。
８－４１
平成17年の私立学校法改正に伴い、専修学校にも財務情報の公開が義務
付けされたが、その改正を取り入れ、財務情報公開の体制を整え、ホーム
ページにも公開している。

中長期計画の策定にあたっての判断基準は、「負債率」「借入金償還基準」
「現金預金流動負債率」「現金預金前受金比率」等の財務比率を考慮して
行なっている。
財務比率を考慮する場合、収益性基準と安全性基準の両方を加味しながら
行なっている。年度内の予算執行は収益性基準を重視し、年度末の決算に
向けては安全性基準を重視して行なっている。
法人としては8校の学校を設置しているので、単一学校のみならず法人全体
の財務状況も考慮しながら分析を行なっている。

本校の学生募集活動は、入学を希望する者が目指す業界や職種、学内で
の授業や生活を分かりやすく理解し、自分の目指すものを明確にするため
の入学前教育として位置づけ、入試事務局（広報）と教務、キャリアセンター
が連携して行っている。
７－３４
大阪府専修学校各種学校連合会の定めたルールに基づき、募集開始時期
や入試内容等を遵守している。募集活動を入学前教育として捉え、キャリア
教育の一環として位置付けていることが、本校の大きな特徴である。広告倫
理委員会、個人情報保護委員会を設置し、誇大広告や個人情報の流失が
ないよう、管理している。
７－３５
学生募集活動においては、教育成果を客観的な数字等で明示できる資格
取得実績と就職実績を中心に伝えているが、本校では、資格取得について
は資格検定委員会が、就職活動においてはキャリアセンターがその活動と
情報を集約することができており、最新の正確な情報を学校説明のパワー
ポイントに随時更新して明記するなど、広報資料に活用することができてい
る。
オープンキャンパスでは、学校全体を説明する時間と別に、学科別に説明
をする時間を設け、学科担当の教員が、資格や就職に関して、さらに具体
的な学習方法や就職活動の現状を伝えることで、その教育成果を得るまで
の取り組みを知ることができるようにしている。
学校の教育成果である、資格取得、就職実績の数字実績は過大な広告、
紛らわしい広告が一切ないよう、広告倫理委員会を置き、確認している。
７－３６
大阪府専修学校各種学校連合会の定めたルールに基づき、募集開始時期
や入試内容等を遵守している。募集要項に入学選考に関して明示し、それ
に則り入学選考を行っている。
７－３７
学納金は、事業計画の中で、収支計画をたて、理事会の承認を経て決定し
ている。在校生に関しては、学則第２８～３０条に納付金として学費納入に
関する規定を明示している。入学予定者に関しては、入学金・授業料・実習
費・設備費について、学科別に募集要項やホームページに記載している。ま
た毎年、学科別に教材費などの総合演習費に関して無駄がないか精査し、
学費の見直しを行っている。

情報の発信・配信に関しては、学園に広告倫理委員会を設置し、広告表示
に関する自主規制に基づき、広報スタッフが学校案内やホームページ等の
作成にあたっている。それらの情報を通して学校・学科・資格取得・就職実
績などを理解できるようになっており、適正に学生募集を行っている。

学科別に学歴区分、性別、地域の各マーケット別広報活動を展開し、定員
の確保につとめている。

卒業生や在校生が学校見学会に来校して、入学希望者に実体験を直接話
すことで、将来像を明確にできるようにしている。

奨学金や教育ローンについても情報提供し、学費の支払い方法など、入学
者個々の要望や相談に可能な限り応じる体制を整えている。

・学生とのミスマッチを防止するための取り組みは、しっかり
行えている。

・経験豊富な先生のみでなく、経験が浅いSTの方の意見は
STの大変さ（仕事、勉強面などで）を知ってもらう良いアドバ
イスも伝えられると思います。自身の母校のオープンキャン
パスでは、検査道具（高次脳など）をズラッと並べてとても難
しいことをする仕事なのかなと不安になった為、症例などを
あげてSTがどのように関わって患者様がどうよくなったのか
などをわかりやすく説明し、訓練部分を説明することで、より
仕事のイメージを持ってもらいやすいように思います。

・少子化・高学歴社会の中で、専門学校に入学希望される
学生は専門知識習得の志が高いと思われます。オープン
キャンパスなどを通じて魅力あるアピールをお願いする。

・鍼灸師学科では他校との差別化が正直よくわからない。入
学してくる学生からしたら最初のゴールは資格取得であり、
比較されるのは学費になる。これはどの学校でも同じだろ
う。そうならないための対策は難しいと思うが、卒業生を活
用した将来像を見せる、もしくはもっとニッチに卒業後は開業
する事に特化するなどは必要になってくるかもしれない。

2.6

・適正に管理・運用されている。

・問題なく処理されていると思います。

・組織運営には、財務管理の徹底は必要不可欠です。短期
的施策や中長期計画など、事業計画の実践をお願い致しま
す。

・平成29年度事業報告書を拝見させていただきました。財務
体制は良いのではと思う。ただ、学生減少によりど同企業内
で学生の取りあいになっているのではと思っている。

2.8

7
　
学
生
の
募
集
と
受
け
入
れ

8
　
財
務



9-42
法令、設置基準等の遵守と適正
な運営がなされているか

9-43
個人情報に関し、その保護のた
めの対策がとられているか

9-44
自己点検・自己評価の実施と問
題点の改善に努めているか

9-45
自己点検・自己評価結果を公開
しているか

10-46
学校の教育資源や施設を活用し
た社会貢献を行っているか

10-47
学生のボランティア活動を奨励、
支援しているか

1
1
　
国
際
交
流

11-48
グローバル人材の育成に向けた国
際交流などの取り組みを行っている
か

3

海外研修を行い、海外での最新の知識・技術の修得に勤めている。また、
研修先の学生との交流の機会も設けている。

医療秘書・情報学科、医療心理科、臨床検査技師科、言語聴覚士学科はア
メリカの提携校。鍼灸師学科、鍼灸美容学科、薬業科は、中国の提携校で
実施している。

研修終了後は、大阪滋慶学園として海外研修報告書（ブーメランレポート）
を作成している。

海外研修の参加者の満足度は、非常に満足・満足で１００％を占め、研修
内容の充実度が分かる。

中国から毎年、短期研修生が大阪滋慶学園に来校し、様々な分野で研修を
受講している。本校の学生との交流の機会もあり、国際交流が行われてい
る。

3

・海外研修報告にもあるように活発な国際交流がなされている。

・クラス内の仲間意識、協力を深め、国外の医療現場などを直接見れる
点は良いと思います。

・国際交流は海外の最新技術を身近に感じ、新たな価値の創造に繋が
る貴重な経験となります。積極的な参加をお願いする。

・この項目については、外国語の中で中国語および英語の基礎や漢方
医学や漢方医学ゼミを学習した後、広東薬科大学、深圳職業技術学院、
香港VTCなので海外研修を行うことは連携の取れたプログラムの構築と
して評価できる。ホームページでの広報はもっと充実すべきである。

・鍼灸のグローバリゼーションが進むなかで欧米においても「日本鍼灸」
に対する興味が高まっています。鍼灸師学科においても中国はさること
ながら欧米の教育機関との国際交流が今後望ましいのではと考えます。
その為には英語（語学）教育もかかせません。

・この件に関しましては私も学生のときから非常に満足しておりました。今
後もぜひ発展させていってほしいと思っています。

3

3

本学園では、「職業人教育を通じて社会に貢献する」をミッションとして掲げ
ている。専門教育、人間教育を実践することで、学生が医療・福祉・健康の
知識、技術を身につけるだけでなく、社会人として必要な基礎力を養い、卒
業後に各業界で活躍することが社会貢献であると位置づけている。
このミッションを実現するために建学の理念を実践し、４つの信頼を得ること
を目標として行っている。本校における教育活動は、すべて社会貢献に向
けて行われているといえる。
若者のニート化やフリーター化、新卒の就職難が社会問題として取り上げら
れる現在の日本社会において、資格を取得し、就職していくことは意義深い
ことだと考える。本校においては、医療・福祉・健康の業界に人材を排出し、
また早期離職しないように卒後教育を充実させることが、社会貢献として必
要な視点だと考えている。

１０－４６
学校の教育資源や施設を活用した社会貢献活動を積極的に取り組んでい
きたいと考えている。また、それらを通して、学生自身にも社会貢献の意義
を体感して欲しいと考えている。学園としても、社会貢献を説き、スペシャル
オリンピックスの協賛や、地球温暖化防止対策の啓蒙、社
会性、公共性を備えた就職フェアを実施し実践している。
１０－４７
本校は、医療・福祉・健康に係わる人材育成をする教育機関である。社会貢
献とともに、学生が奉仕の精神を身につけ、人間性を育み、新しい出会いに
よって人間的成長することを期待し、学生の積極的なボランティア活動参加
への支援を続けていく。

平成19年6月、学園内に地球温暖化対策委員会を発足し、年間ＣＯ２排出
量を６％削減することを目指す取り組みを行っている。不要な電気・水道・コ
ピーの削減、ゴミの分別、クールビズ等に学生、教職員が協力している。

大阪滋慶学園として、「就職フェア」を開催している。これは、本校や同じ学
校法人を経営母体とする姉妹校の在校生、卒業生のみを対象としたもので
はなく、広く高校生や大学生等の参加も受け入れ、社会性・公共性を備えた
ものであり、社会貢献の一環として取り組んでいる。

学生に対しては、在学中のボランティア活動等を通して、人間教育ができる
ように取り組んでいる。大阪市クリーンキャンペーンへの参加や文化祭売上
金の募金等全校的な活動や、学科の特性を活かした献血推進運動ボラン
ティアや天満音楽祭における健康ブースの運営、障害者スポーツフェスティ
バルボランティア参加等は数年来継続して行ない、日本赤十字社等から表
彰を受けている。

また、各種職能団体等へ教室を開放することによって、業界や地域への貢
献となっている。

９－４２
法令遵守については、就業規則、行動規範等に明記し、全教職員に周知徹
底を図るとともに、より一層の理解促進を目指し、教育、研修を実施してい
る。
現状では、学校運営並びに学科運営が適正かどうかは、各調査において確
認できるようにしている。
① 学校基本調査（文部科学省）
② 各種養成所定期報告（近畿厚生局）
③ 基礎資料調査（大阪府私学・大学課）
本校においては、各調査での指摘や指導を受けたことはなく、適切に対応
できている。
９－４３
個人情報保護体制についても、個人情報保護管理規程等を明確に定め、
基本方針を遵守する体制が確立されており、過去において漏洩等の問題も
発生していない。
９－４４
平成１４年３月、専修学校設置基準が改正され、専修学校は教育活動につ
いて自ら点検及び評価を行うことが努力義務とされた。これを受け、本校で
も自己点検・自己評価を真摯に行うことにより、学校の問題点の把握と改善
策を考えることを目的として実施している。
９－４５
H23年度に第三者評価を受けるにあたり、自己評価を行うという評価体制作
りはできた。

学校法人大阪滋慶学園として、常務理事を委員長にコンプライアンス委員
会が組織されている。その主な業務は、コンプライアンスの推進に関する基
本方針の策定、教職員に対する啓発及び教育・研修、コンプライアンス上の
疑問や問題・法令違反懸念等の通報に対しての対応などである。

平成24年度においては、評価機構が実施した、自己点検・自己評価研修会
に教務部長が参加し、その研修内容を学内で共有する事ができた。また、
学園グループ内においても、研修会を実施し、今後の方向性の共通認識
や、新しい情報などの入手できた。

・適正になされている。

・コンプライアンスの周知徹底に努め更なる運営を期待致し
ます。

・法律は今日、一番うるさく言われるところですので専門の方
と協力しながら体制を整えていくと良いと思います。

3

・平成29年度の学友会活動報告にもあるようにボランティア
活動等も積極的になされている。

・言語聴覚士という仕事を知って頂く上で、病院以外の地域
の学校でこのような取り組みをされることはとても良いと思い
ます。STという名称がもっと身近になってもらえたらと思いま
す。

・優秀な人材育成は社会貢献の大きな柱であると考えており
ます。人材育成は勿論、大阪滋慶学園が今後もCSR活動を
積極的に取り組んでいただくように期待致します。

・学生の間に色々な経験をする事は非常に良いと思う。体験
できる橋わたしをするのも教員の仕事の一環と思っていま
す。色々な方と直接話を出来るチャンスを作ってあげる事も
正しいかと思います。

3
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